
 

 

〈 『カウボーイにはしたくない』   ・・・という名曲の中の親の願望と学習 〉 

 「カウボーイにはしたくない」という名前のＣ＆Ｗ（＝カントリー・アンド･ウエスタン）という音楽

ジャンルに有名な曲があります。カントリーミュージック界の大御所ウイリー・ネルソン、エミールー・ハ

リス、ディクシー・チックス、シャナイア・トゥエインなど名だたるミュージシャンが録音をしている名曲

です。君たちがよく知っている“Ｓｈａｋｅ It Off ”のテーラー・スイフトももともとはＣ＆Ｗミュージ

シャンです。 

曲の歌詞内容は「・・・母さんは自分の子供＝つまりあなた達をカウボーイのような（仕事が大変で、給

料も安い）人間にするのは望まない。自分の子供は医師や弁護士やその他何か知的な職業で高給をもらえる

仕事についてもらいたい・・・」というものです。これはどこの国の親の願望でもあるように思えます。仕

事にはよい悪いはありません。どのような仕事をしていても誇りをもってやり遂げるべきです。しかしどこ

の国の親も、君たちが人から尊敬され、困った人の力になれ、できるだけ安全なところで仕事をしてもらい

たいし、できるなら人よりも高給をもらえることを望んでいると思います。そのために一生懸命に仕事をし

て、君たちを塾に行かせてくれているのだと思います。自分の希望する仕事なら何を選んでもかまいません。

しかしこのような親の気持ちだけはしっかりとわかっていてくださいね。 

 今年の夏はいつもよりも暑かった。今年の夏に「熱中症」で病院に運ばれてくる人の多くが、君たちが目

にしている「道路工事などの厳しい土木工事をしている人である」ということを館長の知人の医者から数日

前に教えてもらったのでこの文章を書いている。舗装道路の上で日光を浴びての労働は、想像以上に過酷な

のだ。職業に貴賎はないが楽で安全な仕事というものはある。保護者や先生の気持ちを理解して、とりあえ

ず、どのような仕事にもつけるように頑張ってほしい。 
※Ｃ＆Ｗの楽譜やＣＤは館長がたくさん持っていますので、いつでも聞けますよ。 
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＜「大人の苦労や経験と国語の読解力」  ・・・・タレントの努力と評価 ＞ 

 テレビに出ている二人組のタレントのオードリーの春日君が東京大学への挑戦権をかけてセンター試験を受けた

ことが放映されていました。最高の予備校講師が指導に当たり、春日君なりには努力したと思います。しかし結果

はセンター試験での東京大学の足切りの点数には届かず、東京大学の本試験の受験はできませんでした。 

 その理由の 1 番目として指導している予備校の講師がぽつりと漏らした言葉は「彼は自分自身で学習時間や学習

能力に限界を設けていて、それを乗り越えようとしない」という小言（こごと＝不満を目立たないように話すこと）

です。人気タレントなので時間も体力も集中力にも限界があるので仕方ないと思います。しかし彼に比べて今のあ

なた達は時間も体力も集中力も「学習」に向けることが出来ますので、決して自分の限界を設けずに、「死力を尽く

す＝ぶっ倒れるまで学習し続けること」という努力を続けてください。 

 理由の 2 番目は、中学や高校時代に基礎学力をつけていない人たちには、大学入試に向けての壁が破れないとい

うことです。これは私が彼の点数を見てすぐにわかったことです。よく仕事に就いて生活が安定した後や定年退職

後に大学や大学院に挑戦する人がいますが、彼らの心の中には、「諸般の事情で大学には行けなかったが大学に進ん

で活躍している友達よりも学力の面では自分の方が優れていた」という気持ちが幾分かあり、「自分は負けていない」

ということの証明したい気持ちが、「新しく詳しく本格的に学びたい」という純粋な気持ちの裡（うち）に含まれて

いると私は解しています。基礎学力は今のうちにしっかりと身につけておきましょう。 

 オードリーの挑戦の結果として素晴らしいものがあります。それは国語の点数が合格点数を大きく上回り、少な

くとも国語では東京大学に合格できる実力があることを証明してくれたことです。あなた達はこのことの意味の重

用さを理解する必要があります。伝えたいことは「国語の読解力は、日々の人生の中でいろいろ悩み苦しみ

もがきそして喜びや感動を経験することで、無意識のうちに力がついていくものである」ということで

す。ですから、今の年齢では人生経験が足りないから、国語の読解力はなくても気にしなくてよいということです。

今は「名作とされる各種のたくさんの本を読み、映画の名作を鑑賞し、文学史を真摯に学べ」ば国語の読解力は上

がります。この努力は、「書籍などを通じて、仮想の人生経験を積み重ね 

る努力」なので、読解力の成績が上がるのは当然のことになります。 
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〈「巳（み）は上に、已（すで）に半ばと思えども、己（おのれ）は下と思え世の人」〉 

この言葉は「漢字の覚え方」の言葉です。しかし同時に「人生訓」でもあります。覚えておきましょう。 

「巳」＝十二支の「へび」にあたる「み」は、３画目が１角目の始点にくっつくようにしなかればならない。 

「已」＝古典文法で学ぶ活用形の已然形（いぜんけい）の已（い）の文字にあたり、古語上の意味では「もうす

っかり」や「とっくに」を表す「すでに」は３画目が１角目の始点と２画目の始点の中間に来なけれ

ばならない。 

「己」＝自分自身を表す自己の己（こ）の字＝「おのれ」は３画目が２画目の始点に来なければならない。 

                                        というものです。 

しかしこの言葉は、人生の教訓としてもとても大事なものです。 

この言葉の教訓的な意味は、「身（み）は上に、つまり自分自身は、知識経験でも、社会的な地位でも、経済的

な豊かさでも一般の人を超えている（つまり人よりも上にある）」と思ったり、そこまでは思わなくても「已に

（すでに）＝もうとっくに＝現代語の既（すで）に半ば（なかば）＝真ん中の位置くらいまでには来ているだろ

う」と思っていても、「己（おのれ＝自分）」はまだ下で、知識経験に劣り、社会的にも人間的にも経済的にも豊

かだとは自慢できるほどでもない人間である」というように「自分」をとらえておくべきだというものです。  

つまり、人間にとって一番大切なものは「謙虚さである」という教訓なのです。お分かりかな。館長が高校時

代に入試勉強で学んだことです。勉強は楽しいでしょう(笑)。 
2015 年 夏 志成館 
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〈「愛情」は必然的に「自己犠牲」を伴う〉 

「愛情」＝にはいろいろな意味があり、いろいろなとらえ方があり、宗教的にも文学的にも心理学的にも社会学

的にも非常に複雑な概念であると思います。だからいろいろな意味で深く考えすぎると迷ってしまってわけが分か

らなくなることがよくあります。その結果「愛」を求めて宗教的な活動にのめり込んだり、精神的な「愛」の観念に

とらわれ、いわゆるスピリッチュアルな行動にはまってしまい、近代個人に必要とされる「人間を信じ科学を信じ

自分を大切にする」という大原則を忘れて「神」の領域にはまってしまうことも多々あります。私みたいに「現代

人」と胸を張っていても「愛」について文章を書き始めると、少なくとも１０００ページを超える本になるくらいに

迷うと思います。ただあなた達には次のことだけは理解してほしいと願っています。特に周囲の人たちの愛に満た

されて「自分のわがままさが把握できていない人たち」にお願いしたいのですが。そして現在子供であろうと大人

であろうと関係なしに。それは 

「愛情には必然的に自己犠牲を伴う」ということ、「愛の本質は自己犠牲である」ということです。 

ほとんどの宗教が唱えていることであり、どのような人間も無意識に感じていることなのですが、「愛情ある行動」

をするときに、その人には、「自分が損することをいとわない気持ちがある」ということです。逆の方向から表現し

ますと、損得の計算をした段階でそれは「愛」ではなく「欲」になってしまうということです。「愛情」ではなく「打

算（ださん＝自分の利益を考えての行動）」になるのです。このような文章を書いたのは、最近は自分の利益のこと

しか考えない愚か者が多すぎると感じているからです。悪しからず。 

2015 年 夏 志成館 
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〈 東大などの難関校を卒業するとなぜ出世しやすいのか 〉 
 

それは友人や先輩後輩のコネクション（いわゆるコネ）を活用しているからである 

 

あなたたちは東京大学や京都大学などが「日本を代表する入学試験の難関校であること」は知っているはずです。

このような大学に進学できる人は人並み以上の努力を重ねることはできる人たちであり、世間では「秀才」と呼ば

れ、広く「人の上に立てる」ことが多く、古い言葉ですが「出世」ができます。しかし「彼らが有能だから出世がで

きるのだ」と思っていたら、あなたたちは大きな勘違いをしていることになります。その理由というのは、彼らは

信じられないほど多くの「コネ＝人間的なつながり」を持つことができ、それを活用することで出世

していることが多いからなのです。小中高生の為に短い文章でわかりやすく述べます。 

難関高校や大学に進んだ羅分るのですが、卒業をすると多くの友人が大きな企業や銀行や政府や地方公務員など

に就職し、それなりに出世して組織の要職に就き幹部になります。また医師や弁護士や公認会計士など誰でもなれ

ない自由業に就く人もたくさん出ます。もしそのような人たちが君の仲の良い友人だったらどうなるでしょうか？

仕事で情報や顧客が欲しい時には「ちょっと協力してくれ」「何か役に立つ情報を教えてくれ」と頼むことができま

す。また困ったことがあったら医師や弁護士にいろいろなことを相談できます。お金に困ったら友達の銀行に行っ

て「助けてくれ」と言ったら助けてくれる…すべてがそういうわけではありませんが(笑)。それでもそんな時、あな

たの友人はたいていただで、つまり友情からお金をもらわないで協力してくれることが多い。同時に、もし出世が

したかったら、すでに出世している先輩のところに行って頼めばできる限りの協力はしてくれます。そうなのです

「難関校に進学する最大のメリットはこのように友人の力を生涯使える点」にあるのです。これに反して誰でも入

れる難易度の低い学校に進学すると、出世する友達が出ません。芸能人やスポーツ選手になる人はいても。これで

はコネは使えない。自分に力がなくてもよいのです、友人の力を活用すれば。これも上手な人生の送り方ともいえ

るのではないでしょうか。館長はこのような方法は好まないのですが(笑)。 

さああなたは今後の人生をどううまく乗り切りますか？ 2015 年 秋 志成館 
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〈 永遠に伸び続ける指導方法とは 〉       「坂田塾」の指導方法から 

君たちの中で「ゴルフ」を自分の趣味やスポーツとしている人は少ないと思います。多くの人が「お金がかかるス

ポーツ」と思っているようですから。しかし純粋にスポーツだと考えればそれほどお金がかかるわけではありませ

ん。志成館の先輩にもプロのゴルファーがいます。（長い間塾をしていると、いろいろな教え子が出てきて実に楽し

い仕事であると感じます。先輩にはＨＫＴ４８のメンバーやテレビタレントもいます(笑)。）特にゴルフというスポ

ーツがスポーツとして優れている点は「一切の言い訳が許されない、敗北の責任はすべて自分一人で負わなければ

ならないという厳しいスポーツである」ということになるでしょう。ですから会社を経営してその失敗や破産の責

任をすべて背負い込まねばならない厳しい立場にある社長や、弁護士や公認会計士のように大きな責任のある立場

の人に向いているスポーツだともいえるでしょう。実際は年寄りが散歩代わりにゴルフをしている人が多いのです

が。というのもゴルフ場の草の上はとっても柔らかく、その上を歩くのはとっても体のために良いからです。 

 

さてそのゴルフの世界の指導者でとても有名な人がいます。坂田信弘というこれまでに多くのスーパースターを

育ててきた、塾に置き換えると「カリスマ講師」です。この人の言葉に次のようなものがあります。 
 

手取り足取りで教えた子は指導者が教えるのをやめたら 1年でダメになる。 
 

しかし自分の力で育ちあがった子は永遠に伸び続ける。 
 

この言葉は学習にもそのまま当てはまります。志成館の先生たちはテストに出る勉強を教えるだけでなく、自分

で悩み、自分で工夫し、自分で努力ができる人間になるように、具体的には「高校以降でも自力で成績が伸びる生

徒」を育てようと、懸命に頑張っています。あなたたちも自分の主体的な強い意志で学習をし、塾や先生に任せるだ

けではなく、「先生や塾を利用する」という気持ちで今後も努力してほしい。 
 2015 年 秋 志成館 
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〈 「あいさつ」は形だけでもよい  ・・・挨拶が苦手なあなたへ 〉 
「おはよう・こんにちわ・こんばんわ」をまとめて「おはこんばんちわ」は、アニメのアラレちゃんのテーマソン

グの歌詞です(笑)。「オ・おはよう ア・ありがとおう シ・失礼します ス・すみません」など「オアシス運動」

という標語もあります。しかしそれでも挨拶は難しいし面倒だと感じている人が多いと思います。「なんでわざわざ、

よく知らない人たちに対しても挨拶をしなければならないのか‼」と怒っている人がいても不思議ではありません。 

このような「挨拶ができない人たち」「挨拶をしない人たち」には二つのタイプがあると思います。 

一つは「挨拶の社会的意味や存在理由が分かっていない人たち」です。人間として知識や経験が不十分で「挨拶

の重要性」がわかっていない人たちのことです。この人たちは「社会」がどのようにできているのか、どのように動

いているかがわかっておらず、現代の社会的分業の時代には、人間はひとりで生きていくことはできず、どうして

も必要な「人間同士の思いやりの気持ちや潤滑油の役割を果たす挨拶」があることに気が付いていない人たちの事

になります。今の時代は一人では生きていけない時代で、他者の協力がどうしても必要であることを理解したうえ

で、たとえ「堅苦しい」「面倒だ」と思ってもかまいませんので、他者との円滑な生活のために「仕方がないから挨

拶だけはすること」にしてください。 

もう一つはその人がとてもまじめな性格で、感受性がとても強いために、「挨拶をすることが恥ずかしくてできな

いタイプの人たち」です。「挨拶するのは恥ずかしい」「どのように心を込めて言ったらよいのかわからない」「相手

はどのように思うのだろうか」などと深く考えて、言葉が出なくなるのです。このようなまじめな人たちは次のよ

うに考えてください。すなわち「挨拶」とは文字通り、「型通りのあいさつ」でしかないということです。たとえば

私がほかの人から「若いですね」と声をかけられると、「ほんとう？」と喜びます。しかしそのあとで「いやー、あ

いさつあいさつ」と笑われることがよくあります。このように挨拶は「相手に親しさを感じさせるための形だけの

側面」「相手をいい気持ちにさせるだけの側面」があるのです。挨拶はそんなものだと思って、あまり深く考えない

で気軽に挨拶をしましょう。 
2015 年 秋 志成館 

 

ＮＯ. １７  
 
幸せになるための思考方法 

 



 

 

 

〈 「プレッシャー」の正体は亡霊である 〉 

よく「プレッシャーを感じてうまく実力が発揮できなかった」という言葉を使う人がいます。しかし「プレシャー」

なんてものはこの世の中に存在しません。プレッシャーとは各個人が勝手に作り上げた「亡霊（ぼうれい＝お化け）」

に過ぎないのです。何も存在しないのに、「自分のしようとすることが、うまく行かないようにするために」自分で

わざわざ作り上げた「思い込み」のことなのです。まさしく「亡霊」以外の何物でもありません。 

「友人の期待に応えるため」「家族への恩返しや思いやり」「勝利へのこだわり」というものがプレッシャーの元

凶であるとしても、そんなものは形としてあるわけでもないし目にも見えません。プレッシャーの原因と思われて

いる家族や友人そして戦いの相手方にとってははなはだ迷惑な話だということになるのです。 

プレッシャーという怪物が外から君たちを壊しにかかることはあり得ません。 

自分で作った自滅のシナリオのことを「プレッシャー」と呼ぶだけなのです。 

足りないのはプレッシャーをなくそうとしない本人の努力だけなのです。「努力が足りない自分は失敗するのではな

いかという恐怖心」がプレッシャーの正体なのです。したがって「プレッシャーを感じなくなるまで練習や努力を

積み重ね」ればそれでよいのです。冷静に自分を見つめましょう。そして精いっぱいの努力を積み重ねるのです。も

うこれ以上はできないというところまで頑張ったなら、プレッシャーを感じる余裕などなくなるはずです。 

「努力すること」ですべてのプレッシャーを取り除きましょう。 

2015 年 秋 志成館 
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〈 「わかりきった話」なのですが「人の長所も短所も個性」なのです 〉 
 

今回は、既に小学生の低学年の時に学んでいるはずなのですが、中学生にもなってまだわかっていない生徒

がたくさんいるので、このような「わかりきったこと」の文章をつくりました。お許しを。 

老人に対して「ボケてる」とか「動作が鈍い」とか言ってはいけません。テレビや雑誌を基準にして、美女

や美男子とは言えない人に「ブス」とか「デブ」とかも言ってはいけません。もちろん「ノッポ」とか「チビ」

とか「ハゲ」とかも言ってはいけません。点が取れない生徒や友達に対して「バカ」とか「頭が悪い」とか言

ってはいけません。これらはすべてその人が持つ「個性」であり「魅力」であると「発想」を変えなければな

らないのです。だって「すべての人間は平等に尊敬される＝個人の尊厳」ということが近代社会の大前提だか

らです。つまりこのように考えることが、人間としてのすべての価値観や知識の大前提であり、人間として学

ぶべき最初のそして最も大切な心構えであるというべきなのです。 

今の社会にはこのような「人間としての最低限度の自覚」を待たない、幼児レベルの恐るべき無知無能で無

自覚な小中高生や大学生や大人が多すぎます。おそらくこのことを指導してくれる人間や隣人や先生に出会わ

なかったか、はたまた他者から指導されても、本気で考えようとしない本人の未熟さに責任があるのでしょう。

競争が激しい社会ではゆとりがなく、自分のことしか考えない人間が増えたためなのかもしれません。どちら

にしても由々しき（ゆゆしい＝そのままにしておくと後でひどいことになるという意味）、そしてとても情けな

い話であると言えるでしょう。 

周囲の人たちを見渡して下さい。志成館の中の友達でもかまいません。あなたたちの周りには、決して人の

悪口を言ったりしない立派な友達や大人がたくさんいるはずです。このような模範的な人たちを見つけ、その

人たちの言動を参考にして自分を育てていくのです。このような行動こそこのエッセイ集の目的である「幸せ

になるための思考方法」の典型的な実践（じっせん＝実行と同じ意味）のケースなのです。幸せは自分の言動

によって自分の足元に手繰り寄せるものなのです。 

2015 年 夏 志成館 
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「目は心の窓」・・・穏やかで、やさしくて、賢い印象を与えるような「目」を 

他人を脅（おど）すヤクザやヤンキーのような「怖い顔」。私には知識がありませんよと宣言しているような「し

まりのない顔」。ひどい言葉ですが「アホづら」。生活が苦しくて毎日食べるものにも苦労していますというような

「貧相（ひんそう）」。私は意地悪な人間ですよという性格がすぐにわかるような「意地悪顔」。そのほか他者から見

てとっても損するような顔つきや目つきをしている人がたくさんいます。鏡を見て、もし自分がこのような「目つ

き」「顔つき」をしていたら、早めに治してください。このような顔つきの人は日々の生活の円滑な人間関係だけで

はなく、入学試験や入社試験などでとても損をするからです。自分のことがわからなかったら、館長が教えます。

ただこのような指導は、ある種の「偏見」や「人権侵害」に当たりますので、本人が「希望し」「傷つかない自信が

あり」「同意がある場合」だけ「教育指導の一部」として教えます。正確には進学や就職の際の「面接官」という立

場に置き換えて対応します。ちなみにここでは「美女や美男ではないかもね」などの顔の造作（ぞうさく＝造りそ

のもの）についての事柄ではありませんので、誤解がないように。館長から「ノープロブレム」とか「申し分のな

い素敵な顔つきだよ」と言われなかったら問題はありません。もし何らかの厳しい言葉を言われたら、今後は「明

るく」「おおらかで」「優しそうで」「賢（かしこ）そうで」「お行儀よく見える」顔や「目つき」に変えてください。

わかりやすく言えば「福相（ふくそう＝幸せそうな暖かい顔）をしている人をまねればよい」だけのことなのです。 

とはいっても目つきや顔つきは、その表情の深い部分では、鏡を見て顔や目の形を変えるだけでは治りません。

日々自分を顧みて心を磨き、しっかりと学んで深い教養を身につけ、誇りを持って仕事をすることが必要でしょう。 

「目は心の鏡」と言われます。「心を育てれば＝立派な人間になろうと努力すれば自然と良い顔つき」にな

るのです。「誰に対しても明るく接することができ」「腹が立てもいやなことがあってもそれを顔に出さずニコ

ニコとし」「しっかりと勉強して知識を身につけ」「いつも自分の行儀作法に気配りをして生活をすればよい」

だけのことです。 

※今回は少し言い過ぎの厳しすぎる文章だと理解しております。 

あくまでもあなた達の幸せを願っているだけです。お許しを。（館長） 

ＮＯ. ２０  
 
幸せになるための思考方法 

 

2016 年 夏 志成館 
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